
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
五
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
鴻
巣
人
形
四
丁
目
店 

 
 

 

埼
玉
県
鴻
巣
市
人
形
四
丁
目
二
千
七
百
十
二
番
三
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

本
物
件
出
店
に
伴
い
周
辺
道
路
の
環
境
悪
化
を
懸
念
し
て
い
る
。
特
に
店
舗
北
側
隣
接
道 

 
 

路
の
交
通
量
増
に
伴
う
事
故
の
危
険
性
が
増
加
す
る
事
が
最
大
の
懸
念
事
項
で
あ
る
。 

 
 

 

同
道
路
は
①
通
学
路
で
あ
る
、
②
歩
道
の
な
い
道
路
で
あ
る
、
③
未
就
学
児
世
帯
の
通
行 

 
 

も
あ
る
、
④
歩
道
が
な
い
、
⑤
曲
が
っ
て
い
る
道
路
で
見
通
し
が
悪
い
、
⑥
近
隣
住
人
の
生 

 
 

活
道
路
で
は
な
い
交
通
状
況
が
あ
る
（
北
本
市
深
井
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ヘ
イ
ワ
ー 

 
 

ル
ド
」
へ
の
行
き
来
に
交
通
す
る
車
あ
り
）
、
と
い
っ
た
状
況
に
あ
り
、
同
店
の
出
店
に
よ
り 

 
 

危
険
が
更
に
増
加
す
る
こ
と
を
地
域
住
人
と
し
て
危
惧
し
て
い
る
。 

 
 

 

尚
、
本
件
に
関
し
て
鴻
巣
市
に
意
見
を
申
し
入
れ
た
際
の
回
答
は
「
今
回
の
出
店
を
原
因 

 
 

と
し
て
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
も
の
で
す
。
」
で
あ
っ
た
が
、
交
通
量
が 

 
 

増
え
な
い
根
拠
の
明
示
、
及
び
出
店
後
の
交
通
量
が
増
え
な
い
こ
と
の
調
査
立
証
を
強
く
要 

 
 

望
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

近
隣
住
人
の
安
全
配
慮
は
地
域
行
政
の
務
め
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
、
是
非
地
域
が
納
得 

 
 

し
て
出
店
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
頂
き
た
い
。 

 
 

 

尚
、
コ
ス
モ
ス
薬
品
側
へ
の
申
し
入
れ
を
実
施
し
た
が
、「
行
政
に
進
言
し
て
も
ら
い
た
い
」 

 
 

の
み
の
回
答
で
あ
っ
た
。
埼
玉
県
の
適
切
な
判
断
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ 

 
 

る
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
二
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


